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　お盆は、精霊棚を作りご先祖の霊をわが家に招いて、家族同様に過ごす

仏事です。久しぶりに帰省された方も多いことと思います。昔はどこの家

でも、ご先祖が早く来られるようにキュウリの馬を、ゆっくり帰ってもら

うためにナスの牛を供えましたが、最近は簡略化されているようです。地

域の風習などは、変わることなく受け継いでいきたいものです。
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胸
に
千
葉
代
表
の
印
・
菜
の
花
の
ワ
ッ
ペ

ン
を
付
け
、
横
浜
で
の
開
会
式
に
臨
ん
だ
。

第
10
回
神
奈
川
国
体
。「
各
都
道
府
県
代
表

が
一
堂
に
会
し
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
も
ご
覧

に
な
っ
て
い
る
。
遠
く
北
海
道
か
ら
つ
な
が

れ
て
き
た
“
国
体
旗
”
が
会
場
に
入
っ
て
く

る
と
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
ね
」

　

国
体
の
開
会
式
に
は
特
別
な
思
い
入
れ
が

あ
っ
た
。
念
願
だ
っ
た
国
体
出
場
を
決
め
た

高
校
2
年
の
秋
、「
国
体
旗
リ
レ
ー
」（
現
在

の
大
会
旗
・
炬き

ょ

火か

リ
レ
ー
）が
成
田
を
通
過

し
、
そ
の
先
導
役
を
務
め
た
の
だ
。
当
時
は

前
年
開
催
地
か
ら
大
会
会
場
地
へ
と
、
い
く

つ
も
の
県
を
ま
た
ぎ
国
体
旗
が
運
ば
れ
て
い

た
。「
大
勢
の
人
の
手
に
よ
り
つ
な
が
れ
て

き
た
重
み
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
」
。
誇
ら
し
さ
を
か
み
し
め
、
沿
道
か

ら
の
声
援
を
受
け
な
が
ら
、
山
口
か
ら
薬
師

堂
ま
で
走
り
抜
け
た
。

　

陸
上
競
技
4
0
0
m
走
に
出
場
。「
19
歳

未
満
」
と
い
う
出
場
枠
だ
っ
た
た
め
、
上
級

生
や
大
学
生
を
相
手
に
し
た
レ
ー
ス
だ
っ
た
。

予
選
は
通
過
し
た
も
の
の
、
決
勝
進
出
に
は

一
歩
及
ば
ず
涙
を
の
ん
だ
。
だ
が
、
本
格

的
に
短
距
離
走
を
始
め
て
1
年
半
、
1�

0�

0

�

m
・
2
0
0
m
か
ら
4
0
0
m
に
転
向
し
て
、

わ
ず
か
半
年
で
た
ど
り
着
い
た
全
国
レ
ベ
ル
。

「
走
る
た
び
に
記
録
が
伸
び
る
と
い
う
感
じ

で
し
た
。
4
0
0
m
は
瞬
発
力
と
持
久
力
の

両
方
が
求
め
ら
れ
る
種
目
。
自
分
が
力
を
出

せ
る
距
離
を
見
極
め
て
く
れ
た
監
督
の
お
か

げ
だ
と
思
い
ま
す
」

　

国
体
で
深
め
た
自
信
は
、
次
の
挑
戦
へ
と

向
か
わ
せ
た
。「
県
高
校
新
記
録
」
。
翌
年

の
国
体
出
場
は
見
送
り
、
記
録
一
本
に
狙
い

を
絞
り
、
調
整
に
励
ん
だ
。
ひ
た
す
ら
続
け

た
腕
振
り
と
腿
上
げ
、
き
つ
い
冬
場
の
階
段

の
昇
り
降
り
。
そ
れ
ら
は
高
校
最
後
の
秋
、

県
大
会
で
実
を
結
ん
だ
。

　
「
国
体
出
場
と
県
高
校
新
記
録
。
2
つ
の

目
標
が
達
成
で
き
、
“
完
全
燃
焼
”
と
い
え

る
3
年
間
で
し
た
。
目
標
に
向
か
っ
て
真
っ

す
ぐ
に
進
ん
だ
日
々
は
、
今
で
も
大
切
な
財

産
に
な
っ
て
い
ま
す
」

国
体
の
記
憶
●11

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
登
場
し
て
く
れ
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
広
報
課（
☎
20
‐
1
5
0
3
）へ
。

国体旗リレーの先導を務める田中さん（右）

 ”
完
全
燃
焼
＂で
き
た
3
年
間

田中 恒雄さん（西和泉）
（旧姓：幡谷）
荒海出身。昭和30年、成田高校2年時に陸上
400m走で神奈川国体出場。翌年、秋の県高校総
体で千葉県高校新記録を樹立。同年冬にはキャプ
テンとして同校初となる全国高校駅伝大会出場を
果たした


